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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（７月末現在）

男 1,003人
女 1,212人
計 2,215人
(前月比-３人)

(2009年末3,444人)

令和７年９月号
（第１９３号）

発行者
日奈久住民自治会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

<会 議 等>
12日(金)市政協力員例会
16日(火)運営委員会
18日(木)広報部会

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

９月の行事から
1日(月)～九月は日奈久で山頭火
15日(月) 敬老の日
23日(火) 秋分の日

８
月
18
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会

か
ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な

事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
事
務
局

・
八
代
市
地
域
み
ら
い
づ
く
り
補
助
金

で
、
竹
灯
り
に
使
う
工
具
を
購
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
校
区
自
主
防
災
会
総
会
が
８
月
28
日

(

木)

午
後
７
時
か
ら
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
。

危
機
管
理
課
の
講
話
は
、
災
害
対
応
の

た
め
中
止
。
総
会
の
み
開
催
で
す
。

熊
本
県
内
は
、
10
日
深
夜
か
ら
11
日
朝

に
か
け
線
状
降
水
帯
が
か
か
り
続
け
、
大

雨
に
よ
る
被
害
が
広
範
囲
に
及
び
ま
し
た
。

令
和
２
年
の
豪
雨
を
思
い
出
し
た
人
も

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
や
は
り
、
「
八
代

市
地
域
防
災
マ
ッ
プ
」
で
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
非
常
用
品
を
準
備
し
て
お
く
と
と

も
に
気
象
情
報
を
確
認
し
、
早
め
の
避
難

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
も
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
起
こ
り
う
る
と
常
に
考
え
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

現
在
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
や
産
交
バ

ス
が
運
休
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
日
常
生

活
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産

交
バ
ス
は
８
月
25
日
か
ら
便
数
を
減
ら
し

て
運
行
予
定
で
す
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

８
月
８
日
（
金
）
日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
本
年
度
は
、
新
田
町
・
山
下
町
・
下
西
町
第
１
・

下
西
町
第
２
・
馬
越
町
の
５
町
内
と
住
民
自
治
会
に
対
す

る
寄
付
物
品
（
30
万
円
相
当
）
の
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
高
橋
周
平
所
長
と
鶴
泰
羽
副
所
長
が
来
訪

さ
れ
、
今
田
徳
次
郎
住
民
自
治
会
会
長
に
目
録
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
か
ら
は
、
４
つ
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
の
開

催
に
寄
付
金

（
10
万
円
）

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
の
階
段
は
、
壁
側

に
は
手
す
り
が
な
く
、
上
り
下
り
に
不

自
由
を
感
じ
る
人
も
い
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
壁
側
に
も
３
階
ま
で
手
す
り
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
安
全
に
上

り
下
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第２６回「九月は日奈久で山頭火」
放浪の自由律俳人・種田山頭火が泊まった昭和5年から70年目に始

まった『九月は日奈久で山頭火』も26回目となりました。山頭火が宿

泊した木賃宿「織屋」は、現存している日本で唯一の宿です。山頭火

が泊まった9月を「山頭火月間」とし日奈久温泉街の魅力をさらに拡

げ、訪れるお客様、住民ともに楽しめる9月にしようと企画しました。

（九月は日奈久で山頭火実行委員会）

【日時】９月１日（月）～３０日（火）

9:30～16:30

※９/１(月)、９/７(日) 9:30～11:30

くまモン折り紙、お手玉遊びをゆめ倉庫

に移って行います。

織 屋 へ ど う ぞ

Ａll Ｅars '行乞記’

【日時】９月１３日（土）10:00～12：00

【会場】日奈久ゆめ倉庫

【参加費】1000円（コーヒー･お菓子付き）

※高校生以下無料

◎ミニ講話「山頭火って？」前山光則さん

◎朗読 永光貴美子さん、西山信彦さん

日奈久中学生４人

◎音楽 潮谷文芳さんの中国琵琶と山口な

おさんの歌

ふ く 福 め ぐ り

会いに行こう路地裏の神様へ

【日時】９月２１日（日）

受付9：00～（日奈久ゆめ倉庫）

散策9：30～12：00

【参加費】1000円

※道中5カ所のクイズ正解者には、各1人に

地元特産品ゲットのチャンスあり

※先着30名まで参加賞有り

俳 句 寺 子 屋

【日時】９月２３日（火）10:00～11：30

【会場】日奈久ゆめ倉庫

【講師】山下しげ人さん

参加無料、当日参加ＯＫ！

お り や 句 会
【日時】９月２３日（火）13:00～16：00

用紙配布＆受付9：30～

（12時30分までに5句提出）

【会場】日奈久ゆめ倉庫

【参加費】1000円

【指導者】山下しげ人さん

山 頭 火 ウ ォ ー ク

【日時】９月２８日（日）※小雨決行

受付7：30～8：10（日奈久ゆめ倉庫）

出発8：30

【参加費】500円

（記念タオル、入浴券、保険代込み）

【申込先】日奈久温泉観光案内所ｳｫｰｸ係

℡またはFAX（0965－38－0267）

【申込み締切】９月２５日（木）

【コース】ゆめ倉庫～二見洲口龍神往復

※帰りは列車で移動可

※列車利用の有無を明記して申込む

※昼食は各自でご準備ください

日 奈 久 シ ネ マ

【会場】日奈久ゆめ倉庫 入場無料

◎９月１４日（日）18:30～ ＾

「男はつらいよ『寅次郎恋やつれ』」

◎９月２１日（日）13:30～

「男はつらいよ『寅次郎夕焼け小焼け』」

「ひなぐさんぽwithちくワン」（紙芝居を

映像に）両日同時投影

待ってまあす ゆあ俳句、絵手紙

【募集締切】９月３０日（火）当日必着

【送付先】日奈久温泉観光案内所

〒869－5135 八代市日奈久中町516

【入賞発表】10月10日（金）ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで

展 示

まちを歩きながら山頭火の句を楽しんで！

くまモン山頭火もお出迎え♪

まちなかギャラリー

日奈久の昭和の写真を展示します

【会場】日奈久ゆめ倉庫（16日は休館）

※詳しくは、ポスターやパンフレットで

今
年
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
目
録
贈
呈
式

高橋所長より今田会長へ目録贈呈

「
忘
れ
行
く
町
」

馬
越
町

西
村
謙
剛

交
通
安
全
協
会
員
と
し
て
活
動
中
、
小
学

校
で
全
国
自
転
車
競
技
会
に
参
加
す
る
た
め
、

朝
７
時
か
ら
練
習
。
そ
の
前
に
一
人
一
人
の

自
己
紹
介
。
「
私
は
馬
越
町
の
西
村
で
す
」
。

す
る
と
生
徒
か
ら
「
馬
越
町
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
す
か
」
と
。
私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

少
子
化
は
悲
し
い
で
す
ね
。

我
が
町
は
、
春
は
鳩
山
の
桜
、
夏
は
海
水

浴
や
潮
干
狩
り
、
タ
コ
、
ウ
ナ
ギ
、
カ
ニ
、

貝
等
、
秋
葉
神
社
で
相
撲
を
取
り
、
日
々
の

中
で
生
活
が
楽
し
い
町
で
し
た
。
ま
た
、
鳩

山
に
は
日
本
少
女
歌
劇
団
も
見
学
に
来
て
い

ま
す
。
小
学
校
で
は
遠
足
の
場
所
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。
馬
越
町
は
、
こ
ん
な
所
で
す
。

（
「
火
の
国
旅
情
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う)

春
は
鳩
山
桜
咲
き

夏
は
海
辺
で
シ
ャ
ク

を
採
る

秋
は
子
供
が
相
撲
取
り

冬
は
い

で
湯
で
花
が
咲
く

読
者
の
広
場

記
録
的
大
雨

支
援
物
資
も
届
き
ま
し
た

ご
長
寿
と
ご
多
幸
を
祝
う
敬
老
会
「
式

典
及
び
集
い
」
は
、
酷
暑
の
た
め
、
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

お
祝
い
の
品
及
び
日
奈
久
小
学
校
１
年

生
と
日
奈
久
中
学
校
代
表
者
の
お
祝
い
の

手
紙
の
配
付
に
向
け
て
、
校
区
婦
人
会
が

中
心
と
な
っ
て
準
備
中
で
す
。
敬
老
対
象

者
（
満
77
歳
以
上
）
の
ご
家
庭
に
校
区
婦

人
会
が
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
本
年
度
の
日
奈
久
校
区
敬
老
対

象
者
は
７
１
６
人
（
前
年
度
は
７
２
６
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
安
心

コ
ミ
セ
ン
の
階
段
に
手
す
り
設
置

階段の手すりにつかまって安心

敬
老
会
の
「
式
典
及
び
集
い
」

中
止
の
お
知
ら
せ

町
内
一
斉
清
掃
は
、
10
月
に
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
期
日
が

決
ま
っ
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作
業
用
手
袋
で
す
。

さ
っ
そ
く
櫛
山
登
り
口
か
ら
流
れ
て
き

た
土
砂
の
撤
去
作
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

使
用
さ
れ
た
い
時
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

は
、
川
内
駅
か
ら
日
奈
久
温
泉
駅
ま
で
の

運
行
に
つ
い
て
近

日
中
に
報
道
さ
れ

る
予
定
で
す
。

さ
て
、
11
日
の

大
雨
の
災
害
報
道

を
見
て
、
福
岡
市

の
Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

「
い
る
か
」
様
よ

り
寄
付
物
品
を
贈

呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
８
月
13

日

（
水
）
日
奈
久
住
民
自
治
会
に
届
け
ら
れ

た
の
は
、
ス
コ
ッ
プ
21
本
、
長
靴
14
足
、 いただいた物品の数々いただいたスコップで作業

【お詫びと訂正】8月号で「アグリ
日奈久」を日奈久アグリと誤って記
載しました。お詫びして訂正します。
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２

日
奈
久
老
人
会
舞
踊
の
会
は
、
現
在
会

員
が
10
名
で
す
。
月
に
３
日
、
月
曜
日
の

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で
日
奈
久
ゆ
め
倉

庫
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

講
師
の
藤
村
紫
皇
さ
ん(

千
反
町)

に
曲
と
振
り
付
け
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
そ
の
お
弟
子
さ
ん
の
藤
村

皇
寿
さ
ん(

築
添
町)

が
教
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

始
ま
っ
て
30
年
が
経
ち
ま
す
が
、

４
・
５
年
前
か
ら
ゆ
め
倉
庫
で
練

習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
代

表
の
城
下
津
代
美
さ
ん(

浜
町)

は
、

「
先
生
が
と
て
も
優
し
く
丁
寧
に

教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
み
ん

な
和
や
か
で
と

て
も
楽
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

会
員
か
ら
も

「
楽
し
い
し
、

ぼ
け
防
止
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
曲
が
流
れ
る

と
自
然
と
体
が
動
く
の
で
、
体
力
作
り
に

も
な
り
ま
す
」
と
の
声
。

10
月
に
な
る
と
、
日
奈
久
阿
蘇
神

社
、
二
見
の
下
大
野
神
社
、
日
奈
久

温
泉
神
社
、
塩
屋
八
幡
宮
の
お
祭
り

で
踊
り
ま
す
。
会
員
が
減
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
新
し
い
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
「
見
学
だ
け
で
も
良
い

の
で
、
興
味
が
あ
ら
れ
る
方
は
、
城

下(

電
話3

8
-
2
1
1
7

）
に
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
」
と
城

下
さ
ん
。

７
月
26
日(
土)

午
前
６
時
か
ら
津
森
小

学
校
遭
難
の
碑
広
場
の
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
午
前
６
時
前
に
は

次
々
と
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
生

活
環
境
部
会
や
町
内
連
絡
委
員
会
、
婦
人

会
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
も
地
域
住
民
達
が

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
35
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
暑
さ
に
負
け
ず
に
木
々
の

剪
定
や
草
刈
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
事

前
に
草
が
刈
り
取
っ
て
あ
っ
た
た
め
に
、

枯
れ
た
草
を
木
々
の
根
元
に
集
め
た
り
、

小
さ
な
草
ま
で
取
り
除
い
た
り
し
て
汗
を

流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
鳩
山
の
記
念
碑
に
向
か
う
通
路

の
草
刈
り
や
木
々
の
剪
定
に
も
汗
を
流
し
、

約
１
時
間
ほ
ど
で
す
っ
か
り
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
暑
い
中
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
中
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
次
回
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

塩
北･

新
開
町
の
サ
ロ
ン
は
、
７
月
２

日(

水)

午
前
10
時
か
ら
10
名
の
参
加
で
、

毎
年
恒
例
の
七
夕
飾
り
の
総
仕
上
げ
を
し

ま
し
た
。
以
前
は
、
大
笹
を
公
民
館
に
飾
っ

て
い
ま
し
た
が
、
３
年
前
か
ら
小
笹
を
自

宅
で
飾
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
で
楽
し
く
輪
つ
な
ぎ
・
星
飾
り
・
ち
ょ

う
ち
ん
等
を
作
り
、
切
れ
残
り
の
折
り
紙

も
つ
な
い
で
七
夕
飾
り
に
し
ま
し
た
。
飾

り
物
に
は
一
つ
一
つ
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
。(

輪
つ
な
ぎ
は
、
人
と
の
つ
な
が
り

や
夢
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
等)

最
後
に
短
冊
に
健
康
や
平
和
の
願
い
を
書

い
て
、
各
自
の

笹
に
飾
り
付
け

ま
し
た
。
皆
さ

ん
「
良
い
七
夕

飾
り
が
出
来
ま

し
た
」
と
喜
ん

で
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
紹
介

塩
北･

新
開
町

福
祉
会
コ
ー
ナ
ー

次
に
、
交
通
安
全
協
会
の
近
藤
さ
ん
と

諫
山
さ
ん
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん

が
高
齢
者
に
扮
し
て
横
断
歩
道
の
渡
り
方

を
寸
劇
で
紹
介
。
「
歩
行
者
用
ボ
タ
ン
を

押
し
、
手
を
前
に
上
げ
て
渡
る
。
斜
め
横

断
は
絶
対
し
な
い
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
差
点
は
自
転
車
事
故
が
発
生

す
る
危
険
性
が
特
に
高
い
場
所
な
の
で
、

安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
「
止
ま
れ
」

の
標
識
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
一
時

停
止
を
す
る
こ
と
、
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
徐
行
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
『
特
殊
詐
欺
』
・
『
交
通
安
全
』

を
水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ
曲
に
合
せ
た
替
え

歌
を
皆
で
合
唱
し
終
了
し
ま
し
た
。

今
か
ら
１
３
５
年
ほ
ど
前
、
大
日
本
帝

国
憲
法(

明
治
憲
法)

の
発
布
、
帝
国
議
会

開
設
、
初
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ

れ
た
頃
、
日
奈
久―

八
代
間
を
走
っ
た
の

は
人
力
車
で
し
た
。
人
力
車
は
外
国
製
馬

車
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
創
作
さ
れ
た
も
の

で
す
。
（
復
元
車
は
金
波
楼
に
展
示
中
）

し
か
し
、
明
治
29
年
鉄
道
が
八
代
ま
で
開

通
す
る
と
、
こ
れ
を
契
機
に
乗
合
馬
車
が

営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
馬
車
は
鹿
児
島

県
か
ら
２
台
購
入
、
御
者
も
二
人
雇
い
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
好
評
で
福
岡
な

ど
県
外
か
ら
も
温
泉
客
が
来
て
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
日
奈
久
は
ま
す
ま
す
賑
わ

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
力
車
は
日
奈
久

駅―

温
泉
街
間
の
温
泉
客
の
送
迎
を
す
る

程
度
に
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。

明
治
41
年
、
八
代―

人
吉
間
が
開
通
、

や
が
て
鹿
児
島
ま
で
全
線
開
通
し
鹿
児
島

本
線
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
鉄
道
を
日
奈
久

に
通
そ
う
と
明
治
44
年
「
海
岸
線
促
進
期

成
同
盟
会
」
が
結
成
さ
れ
、
大
正
12
年
、

八
代―

日
奈
久
間
が
開
通
、
日
奈
久
駅
が

完
成
し
ま
し
た
。
日
奈
久
は
竹
輪
や
竹
細

工
な
ど
の
名
産
品
と
共
に
、
一
躍
人
気
の

７
月
25
日
（
金
）
ゆ
め
倉
庫
に
お
い
て

八
代
交
通
安
全
協
会
と
八
代
防
犯
協
会
か

ら
講
師
を
招
き
、
「
恒
星
塾
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
交
通
安
全
と
特
殊
詐
欺

防
止
に
つ
い
て
で
、
校
区
老
人
会
の
鶴
寿

会
・
い
そ
み
会
・
千
代
永
会
員
18
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
に
つ
い
て
、

八
代
防
犯
協
会
の
池
田
さ
ん
と
武
原
さ
ん

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
で
お
金
の
話
が

出
た
ら
ま
ず
警
察
に
相
談
「
電
話0

9
6
-
3

8
1
-
2
5
6
7

詐
欺
で
す
」
で
良
い
そ
う

で
す
。
架
空
料
金
請
求
詐
欺
、
還
付
金
詐

欺
等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
全
メ
ー
ル
」
の

会
員
募
集
中
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防
止
を

図
る
た
め
、
県
内
で
発
生
し
た
緊
急
治
安

情
報
を
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
に
そ
の
都

度
配
信
し
ま
す
。
主
に
声
か
け
、
不
審
者

等
や
災
害
発
生
時
の
住
民
の
避
難
や
安
全

確
保
等
の
情
報
等
に
関
す
る
情
報
が
送
ら

れ
て
来
る
そ
う
で
す
。

各自の七夕飾りが完成し大満足

恒
星
塾

開
催

交
通
安
全
と
詐
欺
防
止
を
学
ぶ

日
奈
久
歴
史
散
歩

温
泉
客
輸
送
の
こ
と
は
じ
め

今
年
も
日
奈
久
中
学
校
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
に
４
日
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
の
学
習
習
慣
・
生
活
リ
ズ
ム
づ

く
り
と
生
徒
自
身
が
学
習
の
定
着
度
を
知

り
、
弱
点
や
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
校
生
徒
が
自
主
的
に
参
加
し
、
今
年

も
、
英
語
を
竹
林
茂
晴
氏(

新
田
町
、
元

学
習
塾
経
営)
が
担
当
さ
れ
、
数
学
は
、

木
本
芳
照
氏(

永
碇
町
在
住
、
元
第
四
中

校
長)

が
担
当
さ
れ
丁
寧
に
個
別
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
の
教
科
は
日

奈
久
中
学
校
の
先
生
方
が
指
導
さ
れ
ま
し

た
。

早
朝
よ
り
頑
張
っ
た

津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
広
場

の
清
掃

枯れ草を集める参加者

通路の草刈りをする参加者

ご参加をお待ちしています

暑
さ
に
負
け
ず
学
ぶ
夏

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

一緒に踊りを楽しみませんか
日奈久老人会舞踊の会

講師の話に聞き入る参加者

○
生
ま
れ
て
初
め
て
日
奈
久
温
泉
に
来
ま

し
た
。
駅
で
忘
れ
物
を
し
ま
し
た
が
、
大

切
に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」

ま
で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
一
つ
残
念
だ
っ

た
の
は
、
駅
の
ト
イ
レ
が
「
ぽ
っ
ト
ン
」

で
し
た
。
大
き
な
ク
モ
も
出
て
き
て
ち
ょ
っ

と
び
っ
く
り
。
こ
ん
な
す
て
き
な
お
れ
ん

じ
鉄
道
に
乗
っ
て
き
た
か
ら
、
ト
イ
レ
が

水
洗
だ
と
も
っ
と
良
い
で
す
。
次
回
来
る

と
き
ま
で
に
は
新
し
く
な
っ
て
い
る
と
良

い
な
。

岡
山
県
れ
い
こ
よ
り

ば
ん
ぺ
い
湯
か
ら

８
月
よ
り
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
販
売
を

始
め
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

温
泉
郷
と
な
り
ま
し
た
。
（
現
在
の
日
奈

久
温
泉
駅
の
建
物
は
当
時
の
も
の
で
す
。

こ
の
路
線
は
肥
薩
海
岸
線
と
い
わ
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
２
年
鹿
児
島
本
線
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。
）

大
正
３
年
、
日
奈
久
の
浦
川
元
吉
が
ド

イ
ツ
製
の
自
動
車
を
購
入
し
ハ
イ
ヤ
ー

（
高
級
タ
ク
シ
ー
）
を
運
行
。
そ
の
後
、

浦
川
バ
ス
の
営
業
も
始
め
ま
し
た
。

昭
和
18
年
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
厳

し
く
な
る
と
全
て
の
機
関
は
統
制
さ
れ
、

バ
ス
業
界
は
九
州
産
業
交
通
株
式
会
社
の

設
立
に
よ
っ
て
、
全
県
下
統
一
し
て
独
占

化
さ
れ
ま
し
た
。

（
本
文
は
中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
の

歴
史
」
そ
の
他
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
）鳩山付近を走る浦川ハイヤー

駅
の
ノ
ー
ト
か
ら

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会
長

中
山
諭
扶
哉

７
月
18
日(

金)

昨
年
同
様
、
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
の
依
頼
で
当
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
講
師
と
し
て
、

日
奈
久
住
民
自
治

会
か
ら
中
山
諭
扶

哉
・
山
田
重
典
・

中
山
由
紀
夫
の
３

人
が
坂
本
町
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で

竹
灯
籠
の
製
作
を

し
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
の
中
、
竹
の
切
断
・
加
工

ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
総
勢
20
人

で
熱
心
に
製
作
し
、
盛
況
の
う
ち
に
作
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
15
日
の
万
灯
会
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
）
で
は
、
無
事
に
式
典
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
の
連
絡
を
頂
き
ま

し
た
。
来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

や
つ
し
ろ
万
灯
会

竹
灯
籠
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ともった竹灯り


